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パ

ネ
ル

東
日
本
大
震

災
と

宗
教

　

　
　
　
　

代

表
者

　
稲

場
圭
信

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会

　
黒

崎
浩
行

宗
教
の

救
援
活
動
・

応

答

　
　
　
　

宗
教
者
災
害
救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

か

ら稲

　
場

　
圭

　
信

　
本
発
表
で

は
、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

上
に

開
設
し
た
キ
ュ

レ

ー

シ
ョ

ン

と

し
て

の

取
り
組
み

「

宗
教

者
災
害
救
援
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
」

を

通
し
て、

東

口
本
大
震
災
に

お

け
る

宗

教
の

救
援
活
動
・

応
答
を
概

観
す
る

。

　
三
月

二

日
、

東
日

本
を

襲
っ

た

巨
大
地

震
、

そ
し
て

続

く
大
津
波
に

よ

り

多
く
の

方
々

が

犠
牲
と
な
っ

た
。

そ
の

震
災
の

当
日

に

大
震

災
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
た
教

団
も
あ
る

。

そ

し
て

、

迅
速
に

現
地
へ

先
遣
隊
を

送
っ

た
。

被
災
地
で

全
壊
を
逃
れ

た

寺
社

教
会
宗
教
施

設
が
一

時
避
難
所

と

な
り、

そ
こ

に

集
っ

た
人
た

ち
は

支
え

あ
っ

た
。

　
報
告
者
は
、

一．
一
月

＝
二

日

に

黒
崎
浩
行
ら

に

呼
び

か
け
て

イ
ン

タ

ー

ネ

ッ

ト
上

に

「

宗
教

者
災
害

救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

を
立
ち
上

げ
た

。

宗
教

者
・

宗
教
団
体
の

活
動
情

報
を

共
有
・

発
信
し

連
携
す
る

場
で

あ
る

。

ま

た
、

一

九
日
に

は

各
宗
教

施
設
の

被

災
情
報
お

よ
び

救

援
活

動
の

拠
点
を

表
わ

す
「

宗

教

者
災

害
救
援
マ

ッ

プ
」

を

作
成
し
た

。

シ

ス

テ

ム

構
築

は
、

黒
崎
浩
行
が
中
心
と

な
っ

て

担
当
し
た

。

　

岩
手
・

宮
城
・

福

島
三

県
に
一

万
ほ

ど
の

宗
教
法
人
が
存
在
す
る

。

被

災
し
て

い

る
寺
社
教
会
宗
教
施

設
も

多
い

が、

避
難
場

所、

救
援
活

動
の

拠
点
と

し
て

機
能
し

う
る

。

現
地
の

宗
教
者
か
ら
の

情
報、

各
教
団
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
の

情
報、

各
種
メ

デ

ィ

ア

に

よ

る
宗
教
者
の

活
動
を
取

り
上

げ
た

記
事
を
「

宗
教

者
災

害
救

援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

、

「

宗
教
者
災
害

救
援

マ

ッ

プ
」

に

集
約
し
て

い

っ

た
。

さ
ら
に

「

宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
」

（

代
表
・

島
薗
進
東
大
教
授）

と
連

携
し、

宗
教

者
・

学
者
の

支
援
の

輪

が
広
が
っ

た
。

　

宗
教
者
災

害
救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

の

取
り
組
み
は

キ
ュ

レ

ー

シ
ョ

ン

の

一

種
で

あ
る
。

キ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

（
∩

二

蠧
臥

8）
と

は
、

「

無
数
の

情

報

の

海
の

中
か
ら、

自

分
の

価
値
観
や

世
界
観
に

基
づ

い

て

情
報
を
拾
い

上

げ、

そ
こ

に

新
た

な
意

味
を

与
え

、

そ
し
て

多
く
の

人
と

共
有
す
る
こ

と
」

だ
（
「

キ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

時
代
』

佐
々

木
俊
尚
著
）

。

　

宗
教
者

災
害

救
援
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

の

サ
イ
ト
に

は
、

報
告
者
を

含
め

数

名
が

管
理

人
と

し
て

関
わ
っ

て

い

る
。

数
あ
る

情
報

か
ら、

必
要
な
も

の
、

関
連

す
る
も
の

を
収

集
す
る

。

そ
し
て、

引
用
元
を
明
示

す
る

、

リ

ン

ク

さ
せ

る
。

サ
イ
ト
の

管
理
人
は

、

多
数
あ
る

情
報
の

中
で

、

目

利
き

と

し
て

必

要
な

情
報
を
集

約
し

て

い

る

キ
ュ

レ

ー

タ

i
（

o

霞
讐
oN

博
物

館
学
芸
員）

な
の

で

あ
る

。

サ
イ
ト
の

立
ち
上
げ
か
ら
一

〇
日
ほ
ど
で

記

事

表
示
回

数
は
一

〇
万
回
を
超
え
た

。

八
月
末
の

段
階
で

七
五

万
回

を

超

え
て

い

る
。

　
宗
教
者

災
害
救
援
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

に

集

積
さ
れ
て

い

る

情
報
は

、

以

下

の

よ

う
な
も
の

で

あ
る

。

宗
教

団
体
の

被
害
状
況
・

安

否
情
報

、

対
策
本

部
・

救
援

活
動、

募
金
呼
び
か

け
・

教

団
に

よ
る

義
捐

金
寄
付

、

避

難
者
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受
け
入
れ、

祈
り
・

供
養
・

法
要、

心
の

ケ
ア、

宗
教
者
の

救
援
活
動
に

関
す
る

マ

ス

コ

ミ

記
事

。

　

宗
教

者
が

被

災
地
へ

の

物
資
輸
送

か
ら

火

葬
場
で

の

読

経
奉
仕
ま
で

様
々

な
活
動
を
展
開
し
て

い

る
。

被
災
者
の

受
け
入
れ

を
し
て

い

る

寺
社

教
会
宗
教
施
設
も
あ．
る

。

地
域
の

文
化
・

つ

な
が
り
を

尊
重
し
つ

つ
、

現

地
の

宗
教
者
が
地
域
を
立
て

直
す
の

を

後
ろ

か
ら
支
え
る

と

い

う
形
の

支

援
も
大
切
で

あ
ろ

う
。

　

日
本
人
の

多
く
は
自
分
は

無
宗
教
と

思
っ

て

い

る

が
、

先
祖
に
対
す
る

感
謝
の

念
や

神
仏
や

世
間
に

対
す
る

「

お
か
げ
様
」

と

い

う
思
い

は

生
き

て

い

る
。

こ

の

「

無
自
覚
の

宗
教
性
」

も
支
援
の

輪
が
広
が
っ

て
い

る
背

景
に

あ
ろ

う
。

　
一

方
で

、

公
共

施
設
の

中
に

僧
侶
が
入
っ

て

い

け
な
い
、

弔
う
こ

と

が

で

き
な
い

と
い

っ

た
こ

と
も
起
き
た

。

こ

の

よ
う
な
現
実
の

厳
し
さ
を
僧

侶
は
痛
切
に

感
じ
て

い

る
。

宗
教
者
は

日
常
的
に
ど
れ
ほ

ど

社
会
に

関
わ

っ

て

き
た
の

か
。

　

報
告
者
は、

「

心

の

ケ

ア
」

で

は

な

く
「

丸
ご

と

の

ケ

ア
」

が

必

要
だ

と

主
張
し

て

い

る
。

地
域
の

つ

な
が
り
を

奪
わ
れ、

家
族
を

無
く
し、

縁

を

失
っ

た
人
た
ち
が、

こ

れ

か
ら
生
き
て

い

く、

そ
の

生
を

丸
ご

と

ケ
ア

す
る

。

未
曾
有
の

大
災

害
に

宗
教
者
も
社

会
も
「

新
た
な

縁
」

「

取
り
組

み
」

を

模
索
し

て

い

る
。

研
究
者
も
そ
の

関
わ
り
が
問
わ
れ
て

い

る
。

宗
教
者
の

活
動
と

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

イ

ア

榎

本

香

織

　

東
ロ

本
大

震
災
時

、

臼

三
ヰ

興

や

句

零
 

び
oo

貯

等
の

「

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

イ

ア
」

と

呼
ば

れ
る

媒
体
が

多
く
の

情
報
収

集
や

提
供、

共
有
に

大

き
く
貢
献
し
た

。

本
発
表
は
、

災
害
時
に
お

け
る

宗
教

者
の

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

ィ

ア

を
用
い

た
活
動
を
俯
瞰
し、

ま
た

今
後
ど
の

よ

う
な

活
動
が

可

能
か
を
考

察
す
る

。

　
「

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

ィ

ア
」

と

い

う
語
は
、

二

〇

〇
六

年
頃
よ

り
ア

メ

リ
カ

で

登

場
し
始
め、

複
数
の

SNS

が
興
隆
と

衰
退
を
交
差
さ
せ
る

中

で

定
着
し
た

。

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ

ィ

ア

は、

オ
ン

ラ

イ
ン

空
間
で

「

リ

ア

ル
」

な

体
験
（

経
済
活

動
を

含
ん

だ

擬
似

生

活、

実

名
主

義
に

よ

る

交

流
、

ニ

ュ

ー

ス

の

リ
ア

ル

タ

イ
ム

な

拡

散
等
）

を
可

能
に

し、

従
来
の

「

ヴ

ァ

ー

チ

ャ

ル

ー
リ

ア

ル
」

の

二

項
対
立

で

は

捉
え
き
れ
な
い

空
間
を

創
出
し
て

い

る
。

ソ

ー

シ

ャ

ル

メ

デ
ィ

ア

の

媒
体
に

よ

る

線
引
き
は

難
し

い

が、

本
発

表
で

は

日

本
で

多
く

利

用
さ

れ
て

い

る

ヨ一
断

や

→
≦

ぞ

滞
「 、

そ

し

て

利

用
率
が

伸
び

始
め
て

い

る

閲
眇
o
Φ
σ
Oo

犀

に

お

け
る

活

動

状
況
を
取
り
上
げ
た

。

　
ヨ
園一

で

は

震
災
後、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

カ

テ

ゴ

リ

に

「

震

災
関
連
」

枠
が
追
加
さ
れ
た
が、

そ
の

枠
内
で

明
ら
か

に

宗
教
者
（
特
定
の

団
体
の

信
者）

に

よ
っ

て

作
成
さ
れ
た

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ

は、

わ

ず
か
四

件
ほ

ど
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
既
存
の

教
団
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

内
で

既
に

支
援

活
動
に

関

す
る
ト
ピ
ッ

ク

が
立
ち
上

げ
ら

れ

て

い

た

為
で

、

多
く
の

対
話
が
行
わ
れ

て

い

た
。

し
か

し

多
く
の

巨
邑

に

お

け
る

活
動
は、

特
に

物
資
支
援
関

102（936）
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